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置
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
静
岡
県
に
お
け
る
労

働
、
教
育
、
地
域
共
生
、
言
葉
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
現
状
と
課
題
、
ま
た
静
岡
県
が
実
施
す
べ

き
事
業
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
二
回
目
の
提
言

書
が
二
〇
〇
八
年
九
月
に
知
事
に
提
出
さ
れ
た
。

提
言
内
容
は
、
多
文
化
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
基
本
的
施
策
を
定
め
る
基
本
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
、
前
記
施
策
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
、
企
業
等
が
資
金
を
拠
出
で

き
る
仕
組
づ
く
り
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
五
項
目

で
あ
っ
た
。
会
議
で
は
、
産
業
界
を
代
表
す
る
委

員
か
ら
外
国
人
を
雇
用
す
る
企
業
の
社
会
的
責
任

に
つ
い
て
の
発
言
等
が
あ
っ
た
。

会
議
の
提
言
を
受
け
て
県
で
は
、
実
施
可
能
な

施
策
か
ら
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
二
〇
〇
八
年
十

二
月
に
「
静
岡
県
多
文
化
共
生
推
進
基
本
条
例
」

を
制
定
し
た
。

こ
の
条
例
が
目
指
す
も
の
は
、「
県
内
に
居
住
す

る
外
国
人
及
び
日
本
人
が
、
相
互
の
理
解
及
び
協

調
の
下
に
、
安
心
し
て
、
か
つ
、
快
適
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
」
の
実
現
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
県
、
県
民
、
企
業
そ
の
他
の
民
間
団
体
の

責
務
を
明
確
に
し
、
多
文
化
共
生
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
の
基
本
計
画
を
定

め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
他
に
も
、
広
報
、
市
町
と

の
協
働
、
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
、
多
文
化
共
生

の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
施
策
及
び
重
要
事
項
に

つ
い
て
審
議
を
す
る
た
め
の
多
文
化
共
生
審
議
会

静
岡
県
で
は
、
一
九
九
〇
年
の
「
出
入
国
管
理

及
び
難
民
認
定
法
」
の
改
正
法
施
行
以
降
、
ブ
ラ

ジ
ル
人
を
中
心
と
す
る
日
系
南
米
人
が
急
増
し
、

浜
松
市
や
磐
田
市
な
ど
外
国
人
集
住
都
市
に
お
い

て
、
様
々
な
分
野
で
課
題
が
現
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
、
県
で
は
、
二
〇
〇

七
年
に
、
国
際
室
か
ら
多
文
化
共
生
部
門
を
分
離

す
る
形
で
、「
多
文
化
共
生
室
」
を
設
立
し
た
。

本
稿
で
は
、
外
国
人
集
住
都
市
を
有
す
る
都
道

府
県
と
し
て
初
め
て
制
定
し
た
「
多
文
化
共
生
推

進
基
本
条
例
」
及
び
県
が
実
施
し
て
い
る
多
文
化

共
生
へ
の
取
組
を
紹
介
す
る
。

静
岡
県
内
の
外
国
人
登
録
者
数
は
、
二
〇
〇
八

年
十
二
月
末
現
在
で
、
県
民
全
体
の
約
二
・
七
％

を
占
め
る
約
一
〇
万
三
千
人
、
前
年
同
期
比
約
二

千
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
国
籍
別
で
は
多
い

順
に
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
中
国
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、
韓

国
又
は
朝
鮮
人
、
ペ
ル
ー
人
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

中
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
約
五
万
人
と
外
国
人
登
録

者
の
半
数
を
占
め
る
。
市
町
別
で
は
、
浜
松
市
、

磐
田
市
、
掛
川
市
と
い
っ
た
県
西
部
地
域
に
多
く

の
日
系
南
米
人
が
集
住
し
て
い
る
。
特
に
浜
松
市

は
、
約
二
万
人
と
全
国
一
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
多
く
住
む

自
治
体
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
地
域
で
輸
送
用
機

器
等
の
製
造
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
就
労
の
機
会
が

豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

県
で
は
、
二
〇
〇
六
年
に
多
文
化
共
生
に
関
す

る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
有
識
者
一
五
名
で
構

成
す
る
「
静
岡
県
多
文
化
共
生
推
進
会
議
」
を
設
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を
設
置
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

二
〇
〇
九
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
多
文

化
共
生
審
議
会
で
は
、
経
済
団
体
、
学
識
経
験
者
、

外
国
人
住
民
、
教
育
・
医
療
関
係
者
等
か
ら
な
る

一
五
名
の
委
員
に
よ
っ
て
、
日
系
南
米
人
に
加
え
、

そ
の
他
の
国
の
外
国
人
住
民
や
留
学
生
を
対
象
と

し
た
検
討
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
日
本
語
学

習
支
援
、
日
本
人
の
意
識
改
革
の
必
要
性
、
留
学

生
へ
の
支
援
、
医
療
通
訳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
委

員
の
活
動
状
況
に
基
づ
く
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

第
二
回
審
議
会
は
二
〇
〇
九
年
十
一
月
に
実
施

し
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る
指
標
ア
ン
ケ
ー
ト
、

外
国
人
住
民
意
見
交
換
会
の
結
果
の
分
析
等
に
基

づ
く
骨
子
案
を
委
員
に
示
し
、
多
文
化
共
生
推
進

基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
討
議
を
行
っ
た
。

日
本
人
と
外
国
人
の
多
文
化
共
生
に
関
す
る
認

識
や
生
活
の
実
態
等
を
調
査
す
る
た
め
、
当
室
で

は
今
年
度
、
多
文
化
共
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
外
国
人
登
録
者
数
が

二
千
人
以
上
の
十
二
市
に
お
い
て
無
作
為
抽
出
で

選
ん
だ
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ペ
ル
ー
、

韓
国
又
は
朝
鮮
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
ベ
ト
ナ
ム
の

七
カ
国
の
外
国
人
住
民
一
万
人
と
日
本
人
三
千
人

を
対
象
と
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
九
月
に
回
収
を

終
え
、
現
在
は
結
果
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
と
こ

多
文
化
共
生
審
議
会

各
種
県
民
意
識
調
査
の
実
施

静岡県の外国人登録者数（人）

（年）
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発
見
や
日
本
と
の
文
化
の
違
い
を
深
く
知
る
な
ど
、

お
互
い
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
を
訪
問
す
る
度
に
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
偏
見
な
く
新
し
い
文
化
を
受
け
入

れ
、
違
和
感
な
く
一
緒
に
学
び
遊
ん
で
い
る
光
景

を
見
て
条
例
の
目
指
す
「
相
互
の
理
解
及
び
協
調

の
下
に
、
安
心
し
て
、
か
つ
、
快
適
に
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
社
会
」
の
実
現
に
大
き
な
可
能
性
を
感

じ
た
。

雇
用
環
境
の
悪
化
、
一
部
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
の

閉
鎖
、
不
就
学
の
児
童
生
徒
の
存
在
な
ど
、
県
内

の
外
国
人
住
民
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
、
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。

県
で
は
、
今
後
も
多
文
化
共
生
推
進
基
本
計
画

の
制
定
、
就
業
の
た
め
の
日
本
語
教
室
の
開
催
等
、

日
本
人
と
外
国
人
が
お
互
い
に
安
心
、
か
つ
、
快

適
に
生
活
す
る
こ
と
の
で
き
る
多
文
化
共
生
の
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
市
町
や
民
間
団
体
な
ど
様
々

な
主
体
と
協
働
し
な
が
ら
多
文
化
共
生
推
進
施
策

を
実
施
し
て
い
く
。

今
後
の
方
向
性

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
外
国
人
住
民
の
意
見
を
直
接

聞
く
た
め
に
県
内
六
カ
所
で
外
国
人
住
民
意
見
交

換
会
を
実
施
し
た
。
意
見
交
換
会
に
参
加
し
た
ブ

ラ
ジ
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
等
の
外
国
人
住

民
か
ら
は
、
子
ど
も
の
学
校
、
病
院
、
ご
み
出
し

と
い
っ
た
日
常
生
活
で
困
難
を
感
じ
る
点
、
雇
用
、

多
言
語
で
の
情
報
提
供
等
、
行
政
へ
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
た
。

当
室
が
今
年
度
、
実
施
し
て
い
る
主
な
多
文
化

共
生
事
業
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
離
職
し
た
外
国
人
住
民
の
再
就
職
等
に
向
け

た
日
本
語
教
室
②
地
域
向
け
の
多
文
化
共
生
フ
ォ

ー
ラ
ム
、
巡
回
パ
ネ
ル
展
の
実
施
③
ブ
ラ
ジ
ル
人

学
校
へ
の
日
本
語
指
導
者
派
遣
、
国
際
交
流
員
に

よ
る
小
中
学
校
出
前
教
室
④
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ

ジ
オ
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
等
を
通
じ
た
外
国
語
に
よ
る

情
報
提
供
。

次
に
本
年
度
事
業
の
中
か
ら
国
際
交
流
員
に
よ

る
小
中
学
校
出
前
教
室
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

今
年
度
事
業
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
多
文
化
共

生
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
及
び
ア

メ
リ
カ
人
の
県
国
際
交
流
員
を
県
内
小
中
学
校
へ

派
遣
し
、
自
国
の
文
化
を
紹
介
す
る
「
ブ
ラ
ジ
ル
、

ア
メ
リ
カ
、
文
化
と
暮
ら
し
の
出
前
教
室
」
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
二
五
校
か
ら
申
し
込

み
が
あ
っ
た
。

静
岡
県
西
部
の
学
校
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
児
童
生

徒
が
多
く
在
籍
し
て
お
り
、
中
に
は
全
校
生
徒
の

一
割
が
外
国
人
児
童
生
徒
と
い
う
学
校
も
あ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
教
室
は
単
に
知
ら
な
い
国
の
文

化
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
身
近
な

友
だ
ち
の
母
国
の
様
子
や
文
化
の
違
い
に
つ
い
て

日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
と
い
う
側
面
も
持

っ
て
い
る
。
実
際
に
日
本
人
の
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、
自
分
た
ち
と
違
う
外
国
の
学
校
生
活
や
珍
し

い
食
事
に
つ
い
て
驚
き
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
一
方

で
、
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
自
分
の
国

を
友
だ
ち
に
知
っ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い
、
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

講
師
で
あ
る
国
際
交
流
員
自
身
も
自
国
文
化
の
再 c出前教室の様子

本
年
度
実
施
の
多
文
化
共
生
事
業

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
メ
リ
カ
、

文
化
と
暮
ら
し
の
出
前
教
室


